
第三回がん対策推進協議会資料  

東大病院放射線科准教授／緩和ケア診療部長中川恵一  

計画の幹の部分  

・放射線療法や化学療法を担う専門医の育成、  

・治療の初期段階からの緩和ケアの実施、  

・がん医療に関する情報の収集提供体制の整備や、がん登録等  

（第一回協議会、厚生労働大臣挨拶より）  

放射線治療患者数の実績と予測  厚生労舶がん研究助成金摘す究班（川一8）   
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現在、痘患量の4人1人が受ける  

将来、且杢ムの4人に1人！I  
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要牽紫郎済  

がん専門医不在3剖超す…本社全国調査  

写真の拡大」±」  

がん祁痔疾焦の守門隆弘  
＝トてrF．   

Iこり．‥li   

抗がん剤、放射線 拠点病院に格差  

1日に施行されたがん対策基本法が目指す、が  

ん医樺の地域格発解消を把う「がん診療旭携拠点  

病院」で、抗がん剤や放射線治墳の専門医がいな  

い病院がそれぞれ3割を超すことが、l読売新聞社  

の全国調査で明らかになった。  

地方で人材確保が難しいことが曹眉にあり、患  

斉の求めるがん医療ができない恐れもあるニ．全国  

どこでも均一ながん医療の提供をうたう同法の目  

標が、一朝一夕では実現しない実態が浮き彫りになった亡  
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嘗祭牽鳶静間  
ノ，  

研修時間が作れない、苦悩の地方病院…がん拠点  
病院全匝I調査  

写真の拡大L±」  

医師不足、－一般診療休めず  

地域のがん医療をリードする「がん診墟  

連携拠点病院」の実力に、地域格濯がある  

ことが読売新聞社の全国調査でわかった  

「全国どこでも、質の高いがん医療の挺供  

を」というがん対策基本法の理念の実現に  

は、課題が山債している。（科学部 藤田  

勝、医療情報部 田村良彦、中島久美ナ）  

邑問困木々輝け  
縞馬F  

■Iコケア～書軋ノニ農事撫でみた■畷瞥  

放射線治療マンパワー比較  

日本   米国   

放射線治療医   500   5，000   

品質管理専任者  実質20名以下  5，000   

治療施設   700   2，400   

治療装置   900   3，300   

年間新患数   170，000  600，000   

医学部で、放射線治療と放射線診断の分離・独立  

病院に、装置の品質管理専門家が必要  
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放射線腫瘍学責任教員の職位  放射線腫瘍（治療）学講座  

があるのは12大学（15％）  

■ 京都大学  

一 群馬大学  

■ 大阪大学  

■ 筑波大学  

■ 川崎医大  

一 束海大学  

■ 慶応大学（核医学との複合講座）  

■ 奈良医大（核医学との複合講座）  

■ 東北大学  

一 埼玉医大  

■ 熊本大学  

■ 近畿大学   

膠専任教授  

■准教授  

口講師  

□助教  

80医学部中、放射線治療講座は12講座，教授は30名のみ   

照射事故  

品質管理の不足が問題  モ評■■ 弘前病院過剰個射  
醐▲■I打l▲⊂＃し■書■t■閥   
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（〃g／100万人）  
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がんの痛みが余命に及ぼす影響   

〟Kaplan－Meierplot〟  
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追跡期間（月）  

切除不能と診断され、かつ、ヰ■（VÅ＄＞3）を認めた膵癌患者を対tとし、鷹腔神経1  
への50％アルコール注入による内■神♯ブロック♯法を施行した群（験痛群）と緋液  

注入による非験■群（プラセボ群）に■作為に牡り分け、迫離した。  

上肋椚〃g＆瓜g鼻血d朋〃血す助曙のγ，2Jろ〟九げろJタグま  

独白アンケート ト傭人1871名I  

総計＝1871名  

C／どちらと  C／どちらと  

A／賛成  B／反対   もいえない  A／思う  B／思わない   もいえない   

合計（名）   1586   18   263   882   516   440   

％   84．8   1．0   14．1   47．1   27．6   23．5   

がん登1附こ十戒＝84．肪  

未告知でも暮成＝4丁．川   

特別法制定の必事性は？  
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